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東日本の鹿踊りに対し, 西日本の太鼓踊りと言わ

れ, 九州では多種多様の太鼓を打つ舞踊が見られる
注1 注2

が, それ らは 〈太 鼓 のマイ〉 と 〈太鼓 のオ ドリ〉 に

二大 別す るこ とが で き る。
ふつりゆつ

前者は, 熊本県荒尾市の 〈風流〉を頂点とし, 福

岡県柳川市の古賀, 今古賀, 藤吉の各 〈風流〉から,

佐賀県の 〈浮立〉につながる太鼓を打つ舞で. 舞楽
だ一だいこ. 一 冒注3

の大太鼓を打つ所作から発展してきたもの尼考える

ことができる。

後者には, 注3の(4)-(10)のような多種のものがあ
るが, 九州の 〈太鼓のオ ドリ〉の中核をなすのは, 注

が く

3の(7)の 〈楽型 〉の太鼓 踊 りで あ る。
注4

ところで, 鹿児島県姶良郡加治木町の太鼓踊りも,

〈楽型〉の太鼓踊りの一種だが, その芸態には, 次の

ような特異な点が見られる。

イ. 太鼓を打つ とき, 左足を上げて右手の掻で打
つなど, ナンバでない動作がある。

ロ. 太鼓打はツリ人形のように動けといわれるよ

うに, 身体をひねる動作をしない。
ハ. 鉦打4人 が横一列で左まわりに, 太鼓打は縦
一列で右まわりにまわったりするなど, 陣形の

変え方が独得である。

以上のような特異な動きは, 加治木の太鼓踊りが

属す 〈楽型〉の太鼓踊 りには見られず, 日本の太鼓

踊 りの伝統にはない異質な動きと言わねばならない。

加治木の太鼓踊 りの起源は, 秀吉の朝鮮出兵に参

加した島津義弘 (1535-1619) が, 江戸で駿河の念

仏踊りを見て, 配下の侍に作らせたものという。し

かし, 現在の遠州の大念仏には, イ-ハ のような動

きの要素は見られない。

義弘が隠居した加治木には, 竜門司焼という朝鮮

からの帰化陶工による朝鮮系の陶芸が伝承されてい
き そ

るが, 加治木の太鼓踊りの前に演じられる 「吉左右

踊り」という棒踊りを仕組んだ風流が, 島津軍と朝

鮮軍とに扮しての風流であり, 鹿児島県内から, 義

弘が朝鮮への途次滞在した肥前に至るまで, 加治木
注5

の太鼓踊りと同様なものが見られないことなどから, 

加治木の太鼓踊りに見られる特異な芸態は, 朝鮮で

接したものを摂取してはじめて創始できたものとし

か考え. ようがない。

また, 加治木の太鼓踊りの細長い掻, 朝鮮の三拍

子が 日本風に四拍子に変化したようなリズムなどは, 

とくに朝鮮的と見られる。ただ, 朝鮮でもナンバで

ない舞踊はあまり見られないことから, 朝鮮軍ある
いは明軍の軍薬笥 ようなものの影響 も受けているか

も知 れ ないが, 国 内に類 を見 な い加 治木 の 太鼓 踊 り

の特 異 な芸態 は, 秀 吉 の朝鮮 出兵 に よ る芸能 に対 す

る異 国 の文 化 の影響 に よ る もの であ る こ とは間違 い

な いで あろ う。

注1. この太鼓を打つ 〈マイ〉の動きの特色は, 旋回 ・水平運

動 ・直線的に移動するだけのときは上下動のない滑な動

き・足を地面や床から上げない ・抑制 された幾何学的な

動 き・拍子に動きを合せることを意図しないことなどで

ある。

注2. 太鼓を打つ 〈オ ドリ〉の動きの特色は, 跳躍・垂直運動・

上下動 をおさえて水平運動化しても拍節に合せた明確に

区切った動 きで組立てている ・足を地面や床から上げて

動 く・抑制 しないダイナ ミックな動きなどである。

注3. 太鼓を打つ芸能は, 次のように分類して考えると, 種々

のことが見えてくる。

A. 大道具的太鼓……据 えた大太鼓を打つ。

(1) 舞楽型……大太鼓の片面に向って立ち, 太 く短い二本の

嬢で, 間遠に打つ。大太鼓を打つ風流に発展する。

(2) 神楽型……床に置かれた太鼓を細長い二本の撲で, 連続

的に打つ。太鼓打はあくまでも離子方で, 神楽では撲を

採物として舞 う「撰の舞」以外は座して打つのが特色で, 

太鼓を打つ舞踊としては発展しない。

(3) 山車型……山車などにのせて, 移動させながら, 太鼓を

打つもので, (2) 同様離子の太鼓だが, 太鼓が露出してい

る場合, 打つ所作に見せ る要素があるものもある。

B. 小道具的太鼓

1. 太鼓を手に持って, 打つもの

(4) 念仏型……小太鼓を左手に持ち, 鉦などと合せて, 一本

の嬢で打つ。

(5) 穿酵 樋……太 鼓持ちが持つ小太鼓 を, 他の一人が 上

に向けられた片面を, 二本の撲で打つ。

II. 太鼓を身体につけて, 打つもの

(i) 太鼓を身体の前部につけて, 打つもの

(6) 稚児舞楽型……子供が掲鼓(小 太鼓)を 胸につけて, 二

本の擬を直線的に動か し, 両面 を打つ。跳躍性は少なく, 

〈マイ〉に属す。檸 をせず, 御幣を背負わない。

(7) 楽型……大人が胸につけた太鼓の両面を, 二本の撲で打

つ。(6) の掲鼓が比較的静かな音なのに対し, 大きな音を

出し, 雨乞いや虫追いに用いられたりする。典型的な太

鼓踊りで, 跳躍性に富み, 陣形をさまざまに変えた り, 

移動性に富む。裡, 御幣をつける。

(8) 田離子型……(7) に類似するが, 田の中で打つため, 移動

性は少ない。二本の撞で片面ずつ を打ちかえたり, 搬を

拗 り上げたり, 曲芸的な打ち方で, 撰の動 きを派手に見

せる。

(9) 田楽型……(7) と類似 し, 陣形を変えておどるが, (7) と異

なり, 小鼓, ささら, 銅銭子, 笛などを伴なう。平べっ
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たい大太鼓 を, 二本 の掻 で, 比較 的静 かに打つ。

(ii) 太鼓 を左脇 にかかえて, 打つ もの

(10) 沖縄のエ イサー の大 太鼓型……左 手 を太鼓の胴 に巻 き,

片面 を一本の掻 で打つ。

以上 注3の 太鼓の芸能 は, (2) (3) の嘘子 の太鼓 をのぞ き,

依代 の相違に よ り二大別 で きる。

(ィ) 笠 をつけ るもの……顔 をか くし, 仮装 の意識が ある。

(1)(4)(5)(6)(8)(9)(10)

(口) 御 幣等 を背負 うもの……非 念仏系 で, 本来は仮装 で

ない。(7)

注4. この太鼓 踊 りにつ いて は, 『鹿児 島県文化財調査報告書』

8 (昭和36年3月) に真鍋隆彦氏 の 「吉 左右踊 太鼓 踊」

と題す論考 があ る。

注5. 鹿 児島県下 に太鼓踊 りは130以 上 あ るが, 次 のよ うな地

域 的な芸 態上 の特色が見 られる。

(1) 本州的 太鼓 踊 り(や す らい花 のよ うに手太鼓 を持 つ。 市

来 の七 夕踊 りの太鼓踊 りなど。)

(2) 九州的 太鼓 踊 り (注3の(7) の楽 型の太鼓踊 り。九州 には

無数に あるが, 沖縄 には な く, 愛知 以北に も見 られない。)

(3) 沖縄的太鼓 (注3の(10) の もの で, 出水郡 東町鷹巣 の種子

島踊 りな ど。)

(4) 異国的太鼓踊 り (加 治木の太鼓踊 りで, 朝鮮的太鼓踊 り

とい うべ きものか も知 れない。)

注6. 『筍 子 』 巻第十議兵 篇第+五 の 四に 「聞鼓声而進, 聞金

声而退」 とあ り, 太鼓 の音で進軍 し, 鉦 の音で退却す る

とい う, 戦国時代 の中国の軍楽が知 られる。
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